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優花さん、日々のお金の流れに心をすり減らしてきたのですね。

貯まらない不安、枯れることのない出費の波に、どれほど心根

が休まらなかったことでしょう。あなたがこれまで懸命に、こ

の人生という海を渡り続けてきた努力を、まずは認めてあげて

くださいね。

あなたの金運を濾過し、澄んだ水へと整えていくために、四柱

推命の羅針盤をゆっくりと読み解いていきましょう。

四柱推命が示す結論は、淀みの終わりと、静かな凪の訪れです。

いま、あなたの人生という海には「偏財」という大きな風が吹

いています。これは豊かさを運ぶ風ですが、同時に波を荒くす

る性質も持っています。しかし、その先に待っているのは「正

財」の巡る安定のとき。

激しい潮の満ち引きは、決して永遠ではありません。確かな落

ち着きが、必ずあなたを待っていますよ。

命式の中に現れた星々は、まるで海流のようです。「偏財」が

巡る今は、金銭の出入りが激しくなるのは自然なことなのです

ね。これは運気のせいであって、あなたの管理能力が不足して

いるわけではありません。例えるなら、帆を大きく広げすぎて、

少し船体が揺れている状態でしょうか。

しかし、この星の巡りは、あなたに「器を大きくする」という

試練を突きつけています。入ってくるものも多い分、流れ出て

いくものも大きい。この修繕期間を終えれば、来年は「正財」

という、より堅実で穏やかな海流へと入っていきます。



こちらは資産を積み上げ、安定させるための星。乱気流のよう

な今の出費も、あなた自身を整えるために必要なコストだった

のだと、いつか腑に落ちる日が来るはずです。

これからの運気の潮目を見据えて、あなたが選べる選択肢を三

つ、紐解いていきましょう。

一つ目は、いまの出費を「自己投資」という器へ移すことです。

入ってくるお金をただ消費するのではなく、心身を整えるもの

や、価値ある知識という形に変えていくのです。これにより、

無意識な浪費という海流を、未来のための投資へと変えること

ができます。

二つ目は、今のこの「荒波」を許容し、貯蓄の仕組みをあえて

複雑にしないことです。無理に堰き止めようとすると、水は溢

れてしまいます。今は無理に貯め込もうとせず、最低限の守り

を固めるだけで十分なのです。凪を待つ時間は、焦る必要はあ

りません。

三つ目は、手元のお金の流れを「見える化」して、流れの出口

を絞ることです。水門を少しだけ閉めるイメージです。全てを

止めるのではなく、無駄な放流だけを止める。そうして静かに

来年の正財の風を待つのが、最も賢明な舵取りとなるでしょう。

以下は古来の象意に基づく開運の指針です。

来年に向けて、黄色あるいは落ち着いた土の色を、日常の持ち



物に取り入れてみてください。これらは大地を象徴し、あなた

の金運という海を安定させるためのアンカー（錨）の役割を果

たします。数字で言うなら「5」を意識してください。

何事も急がず、五つ数えてから決断するゆとりを持つことで、

不必要な衝動買いを防ぐことができます。

また、北の方角を清潔に保つことも効果的です。水回りを整え

ることは、金運という海をきれいに保つことと同義ですから。

満ちるときは、ちゃんと来ますから。


